
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2021年11月16日

派遣決定番号 283K

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 市長　内田　広之

担当者部署 連絡先電話番号 0246-43-2111

担当者役職 課長補佐 担当者氏名 松崎　伸一 連絡先E-mail matsuzaki-s@city.lg.jp

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2021年11月9日 18時30分 21時00分 0 150

３－２． 会場名 最寄駅 JR常磐線湯本駅

派遣場所 所在地 最寄駅からの交通手段 徒歩

派遣形態 講演（実地）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

44 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

　「図書館」を核とした整備を検討することを広く地域から理解を得られるとともに、ＩＣＴが公共
施設の再編にどのように活用でき、どんな効果（サービスの高度化、効率化、コストダウン、ダウン
サイジングなど）をもたらすかについて、官民が共通認識を有すること。

　公共施設再編におけるICTの活用の前段として、ＪＲ湯本駅前市街地再生整備において図書館をはじ
めてとした公共施設の機能を高めることにより、地域にもたらされる効果（新しいコンテンツの提供
や居場所づくり、観光客を含めた集客装置）が示され、図書館の新しい可能性を広げていただいた。

　図書館をはじめとした公共施設再編にあたっては、単に施設の集約、規模の縮小などを行うのでは
なく、「多機能化」していくことによって地域に有益な効果をもたらす可能性があるという共通認識
を得ることができ、今後、市街地再生整備における公共施設と民間施設が連携し、どのような役割を
果たすべきかについて議論を行っていく一歩を踏み出すことができた。

　市街地再生整備計画の具現化には相当な時間が必要であり、今回はそのはじめの一歩として官民と
もに共通認識を持つことができたことから、次回以降、図書館をはじめとした公共施設と民間施設の
連携、さらに新たなコンテンツの造成について意識醸成を図ることをお願いしたい。

⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない

最も当てはまるものリストより選択下さい

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

　湯本駅前再生整備計画における提供コンテンツの確立と、官民の役割分担の明確化による公民連携
事業の成立による持続可能な賑わいづくり、市民の居場所づくり

②次年度に予算化を図り推進する

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

　ZOOMによる参加者と、会場へ来場しての併用による事業となったことから、アンケート等は行っ
ていません。

　ＪＲ湯本駅前市街地再生整備にあたり、地域が「みんなでつくる人と情報のたまり場」を目指し、
恒久的な賑わいづくり装置の一つとして、「図書館」を核とした整備を検討しているが、一部ではそ
の方向性に疑念を抱いている方がいる。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

人数

地域づくり団体会員、地域住民、市職員等

○掲載可

福島県いわき市常磐湯本町上浅貝22-1

※水色と黄色のセルは回答必須。薄緑色セルは任意。申請書の段階から項目３に変更があった場合、直接入力で上書きして下さい。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

いわき市

常磐支所市民課

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

9728321　福島県いわき市常磐湯本町吹谷76-1

岡本　真

大変よい

　常磐地区市街地再生整備にあたり、地域が「みんなでつくる人と情報のたまり場」として、地域が恒久的な賑わいづくり装置
の一つとして、「図書館」を核とした整備を検討しているが、今回、当該アドバイザーから新しい公共施設にどのような機能が
求められているかを具体的な事例も交えてご教示頂いた。また、受講者に対して、これまでの図書館が果たしてきた役割と、こ
れからの図書館の新たな可能性を示して、今後のまちづくりの方向性への信頼を高めたことで、官民ともに連携して進めること
が可能となった。

いわき市健康・福祉プラザ 『いわき ゆったり館』

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

これまでの公共施設・公共サービスが、今後、人口減少やＩCTなどの社会を取り巻く環境変化によってどのように変わってい
くのかについて、官民ともにそれぞれが深い議論ができるような進め方をお願いしたい。



６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。


